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主要事業（地産外商２：天竜材製品開発支援事業）

○ 天竜材の販路拡大・新分野展開、天竜ブランドの確立等を目的に、平成29年度から大
手家具製造メーカーと連携した製品開発事業を開始（開発費用の1/2、上限400万円）

○ 平成29年度は、㈱イトーキとの連携による健康チェアを製作

○ 平成30年度は３社と（㈱イトーキ、㈱オカムラ、ナイス㈱）、令和元年度は１者と（飛騨産
業㈱）連携して実施

〔 事業実績 〕
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主要事業（地産外商３：天竜材海外輸出事業）

○ 天竜材の販路拡大を目的に、平成29年度からコンテナによる海外輸出を開始
○ ターゲットは中国、韓国、台湾等で、海外輸出は、他産地材との混載によるバルク船に

よるものと天竜材単独によるコンテナによるもの二方向で実施
【 事業実績／838㎥ 】

・ 平成29年度／計 46㎥（台湾／スギ）
・ 平成30年度／計417㎥（台湾、ベトナム／スギ、ヒノキ）
・ 令和元年度／計375㎥ （台湾、ベトナム／スギ、ヒノキ）
・ 令和２年度／計634 ㎥ （台湾、ベトナム／ヒノキ、ケヤキ）

【台湾へ輸出した天竜スギ】
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主要事業（地産外商４：東京オリ・パラ関係施設等への天竜材供給）

○ 大型木材工場が立地しない本市では、中小製材事業者等が連携して大型物件にも対
応可能な天竜材の安定供給体制を確立（天竜材水平連携協議会の設立）

○ 本協議会は、静岡県草薙総合運動場体育館に高品質天竜材を大量供給した実績あり
○ 本地域では、東京オリ・パラ施設への天竜材の納材をこの「浜松スタイル」で実現し、

今後、全国の大型物件への天竜材の安定供給を目指す

市内森林組合

中小製材事業者等

17社

+

大型物件にも対応可能な天竜材安定供給体制

天竜材水平連携協議会
（天竜国産材事業協同組合）

静岡県草薙総合運動場体育館

「このはなアリーナ」
高品質天竜材

（FSC認証材）供給

840㎥
（製品ベース）

平成27年度⽊材利⽤優良施設コンクール
農林水産大臣賞受賞

東京2020大会関連施設
（有明体操競技場など）

東京2020大会への
天竜材（FSC認証材）供給

458㎥
（製品ベース）

全国各地の大型物件
天竜材（FSC認証材）

供給を目指す

浜松スタイルの木材供給体制



43

主要事業（地産外商４：東京オリ・パラ関係施設等への天竜材供給）

静岡県草薙総合運動場体育館「このはなアリーナ」 静岡空港ターミナルビル増築・改修

〔 天竜材水平連携協議会における天竜材納材実績 〕
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○ 浜松市は、 FSC森林認証取得面積（市町村別）が全国１位

○ この広大な認証面積や全国屈指のFSC認証材供給能力を基に、東京2020大会関連施
設での天竜材(FSC認証材)使用を実現（有明体操競技場、選手村ビレッジプラザなど）

【 五輪関連施設での天竜材使用の効果 】

・ 会期中／世界中の人を対象としたアンテナショップとして天竜材をPR

・ 会期後／天竜材のマーケティング拠点として活用

・ FSC認証材大量供給の実績／地域ブランドとして認知度向上

主要事業（地産外商４：東京オリ・パラ関係施設等への天竜材供給）
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主要事業（地産外商４：東京オリ・パラ関係施設等への天竜材供給）

〔 有明体操競技場 〕

○ 主な木材使用箇所は、大梁（約1,500㎥）と外装材等（約800㎥）
○ 外装材は本市を含む３地域が納材し、本市が約426㎥を納材しトップシェア
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○ 東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会は、 「日本の木材活用リレー ～み
んなで作る選手村ビレッジプラザ～（※）」を実施

○ 本市は、このプロジェクトに参画し、選手村ビレッジプラザの建設に際して、天竜材（FSC
認証材）を32.29㎥供給（無償貸付）

※ 日本の木材活用リレー
全国各地の自治体から借り受けた国産木材を使用して選手村ビレッジプラザを建築し、
大会終了後、使われた木材をレガシーとして各地で活用するプロジェクト

主要事業（地産外商４：東京オリ・パラ関係施設等への天竜材供給）

〔 天竜材供給（無償貸付）の概要 〕

○ 樹種／スギ（FSC認証材）
○ 部材／構造用製材
○ 供給量／32.29㎥
○ 供給時期／令和元年９月～10月（全４回）

【天竜材納材出発式の様子（令和元年９月11日）】

【内覧会の様子（令和２年１月29日）】



主要事業（新型コロナウイルス感染症対策）

○ 新しい生活様式支援天竜材活用事業」／３密対策を目的とする天竜材（FSC認証材）
を使用した木製什器の購入・設置に対する助成事業を新設し、「新しい生活様式」への
移行を促進するとともに、天竜材（FSC認証材）の利用拡大を図る

○ 天竜材の家百年住居（すまい）る事業）／新型コロナウイルス感染症に関する経済対策
として、上限金額の拡充（35万円→50万円）

〇対象者／FSC認証材を使用した木製什
器を購入・設置した事業者や自ら木製
什器を作製・ 設置した事業者

〇対象経費／木製什器の購入費、FSC認
証材の購入費（木製什器を自ら作製・設
置した場合）

〇 補助率／２/３（上限：500千円）

新しい生活様式支援天竜材活用事業 ３密対策に天竜材を使用することで、森林資源の循環利用
が推進され市内森林の保全やSDGsの実現を応援！

育てる

伐 る植える

使 う

森林資源の
循環利用
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〔 天竜材（FSC認証材）を使用した３密対策製品 〕


